
・ 小城市一般会計・特別会計・企業会計補正予算総括表

・ 小城市一般会計補正予算（第４号）

・ 小城市下水道特別会計補正予算（第2号）

・ 小城市水道事業会計補正予算（第２号）

・ 小城市病院事業会計補正予算（第３号）

平成22年度小城市補正予算(12月定例会)資料（その１）
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2

3

4
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◎　一般会計・特別会計 （単位：千円）

◎　企業会計 （単位：千円）

2 病院事業会計 1,417,227 0 1,417,227

平成22年度　小城市一般会計・特別会計・企業会計補正予算総括表

会 計 区 分 補正前の額 補 正 額 合 計 備 考

18,730,054 1,417 18,731,471

会 計 区 分 補正前の額 補 正 額 合 計 備 考

１ 一般会計

２

1 水道事業会計 363,649363,849 △ 200

特別会計 2,232,172 △ 1,270 2,230,902

③ 下水道特別会計 2,232,172 △ 1,270 2,230,902
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議案第83号　小城市一般会計補正予算（第４号）

（単位：千円、％）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,417千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ18,731,471千円とするものです。
　歳入は、児童扶養手当の増額補正に伴う国庫支出金の増によるものです。
　歳出は、人事院勧告に伴う給与改正及び人事異動等に伴う職員人件費の減、児童扶養手当制度の
改正に伴う父子家庭への支給拡充による増などのほか、財政調整による基金積立金の増によるもの
です。

平成22年度　第４号補正後予算総額　　18,731,471千円　

歳 入 歳 出

款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比 款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比

市 税 3,774,917 3,774,917 20.2 議 会 費 200,007 △ 7,379 192,628 1.0

地 方 譲 与 税 151,585 151,585 0.8 総 務 費 2,160,899 27,123 2,188,022 11.7

利 子 割 交 付 金 17,021 17,021 0.1 民 生 費 4,808,477 △ 28,205 4,780,272 25.5

配 当 割 交 付 金 3,390 3,390 0.0 衛 生 費 2,130,908 △ 15,004 2,115,904 11.3

株式等譲渡所得割交付金 2,414 2,414 0.0 労 働 費 10,236 10,236 0.1

地方消費税交付金 330,372 330,372 1.8 農林水産業費 782,573 12,030 794,603 4.2

自動車取得税交付金 31,031 31,031 0.2 商 工 費 585,744 440 586,184 3.1

地 方 特 例 交 付 金 73,715 73,715 0.4 土 木 費 1,355,619 23,150 1,378,769 7.4

地 方 交 付 税 6,250,977 6,250,977 33.4 消 防 費 732,165 732,165 3.9

交通安全対策特別交付金 10,100 10,100 0.1 教 育 費 2,605,306 △ 10,738 2,594,568 13.8

分担金及び負担金 296,185 296,185 1.6 災 害 復 旧費 637,121 637,121 3.4

使用料及び手数料 190,981 190,981 1.0 公 債 費 2,690,998 2,690,998 14.4

国 庫 支 出 金 1,695,636 1,417 1,697,053 9.0 諸 支 出 金 1 1 0.0

県 支 出 金 1,336,727 1,336,727 7.1 予 備 費 30,000 30,000 0.2

財 産 収 入 78,606 78,606 0.4

寄 附 金 38,883 38,883 0.2

6.5繰 入 金 1,216,318 1,216,318

1.1繰 越 金 212,800 212,800

1.5諸 収 入 283,096 283,096

合　　　　　計 18,730,054100.0

14.6

100.018,731,4711,417 1,417 18,731,471

市 債 2,735,300

合 計 18,730,054

2,735,300
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議案第84号　小城市下水道特別会計補正予算（第２号）

（単位：千円、％）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

平成22年度　第２号補正後予算総額　2,230,902千円　

　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ1,270千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出
それぞれ2,230,902千円とするものです。
　歳入は、財政調整による一般会計繰入金の減によるものです。
　歳出は、人事院勧告に伴う給与改正及び人事異動等に伴う職員人件費の減によるものです。

歳 入 歳 出

補 正 前款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比 款 別 補 正 額 合 計 構成比

分担金及び負担金 31,582 31,582 1.4 下 水 道 費 1,667,839 △ 1,270 1,666,569 74.7

使用料及び手数料 109,777 109,777 4.9 集団整備事業費 60,574 60,574 2.7

国 庫 支 出 金 569,499 569,499 25.5 公 債 費 493,759 493,759 22.1

県 支 出 金 67,749 67,749 3.0 予 備 費 10,000 10,000 0.5

財 産 収 入 1,534 1,534 0.1

繰 入 金 764,164 △ 1,270 762,894 34.3

繰 越 金 58,806 58,806 2.6

諸 収 入 24,961 24,961 1.1

市 債 604,100 604,100 27.1

合 計 2,232,172 △ 1,270 2,230,902 △ 1,270 2,230,902 100.0合　　　　　計 2,232,172100.0
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議案第85号　小城市水道事業会計補正予算（第２号）

（単位：千円）

平成22年度　第２号補正後予算規模　363,649千円　

　収益的収支では、収益的収入は一般会計負担金の増によるものです。また、収益的支出について
は、人事院勧告に基づく給与改定に伴う職員人件費の減によるものです。

収 益 的 収 支 資 本 的 収 支

事 項 補 正 前 補正額 合 計 構成比 事 項 補 正 前 補正額 合 計 構成比

◇水道事業収益 276,049 26 276,075 100.0
◇資本的収
入

1,001 0 1,001 100.0

　営業収益 263,232 26 263,258 95.4 　出資金 1 1 0.1

　営業外収益 12,817 12,817 4.6 　負担金 1,000 1,000 99.9

◇水道事業費 281,496 △ 200 281,296 100.0
◇資本的支
出

82,353 0 82,353 100.0

　営業費用 251,631 △ 200 251,431 89.4
　建設改良
費

40,684 40,684 49.4

　営業外費用 27,865 27,865 9.9
　企業債償
還金

41,668 41,668 50.6

　予備費 2,000 2,000 0.7
　投資有価
証券購入費

1 1 0.0

差 引 △ 81,352 0 △ 81,352差 引 △ 5,447 226 △ 5,221
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議案第86号　小城市病院事業会計補正予算（第３号）

（単位：千円）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

△ 7,578

44.8

0.0

差 引 0 0 0 差 引 △ 7,578 0

13,892 20.5

　予備費 1,500 1,500 0.1

53,968 79.5

　医業外費用 17,561 17,561 1.3
　企業債償還
金

13,892

67,860 100.0

　医業費用 1,330,306 0 1,330,306 98.6 　建設改良費 53,968

◇病院事業費用 1,349,367 0 1,349,367 100.0 ◇資本的支出 67,860 0

　出資金 26,983 26,983

55.2

　医業外収益 58,042 58,042 4.3 　補助金 1 1

95.7 　負担金 33,298 33,298　医業収益 1,291,325 1,291,325

◇病院事業収益 1,349,367 0 1,349,367

補 正 前 補 正 額

100.0

構成比

100.0 ◇資本的収入 60,282 0 60,282

合 計事 項 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比 事 項

収 益 的 収 支 資 本 的 収 支

平成22年度　第３号補正後予算規模　1,417,227千円　

　収益的収支では、総額に変更はなく、収益的支出の人事院勧告に基づく給与改定及び人事異動等
に伴う職員人件費等の組替えによるものです。
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・ 小城市一般会計・特別会計・企業会計補正予算総括表

・ 小城市一般会計補正予算（第５号）

・ 小城市授産場特別会計補正予算（第３号）

・ 小城市下水道特別会計補正予算（第３号）

・ 小城市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

・ 小城市病院事業会計補正予算（第４号）

・ 主な事業 7

5

4

6

平成22年度小城市補正予算(12月定例会)資料（その２）

1

2

3



◎　一般会計・特別会計 （単位：千円）

◎　企業会計 （単位：千円）

② 下水道特別会計 2,230,902 △ 2,211 2,228,691

特別会計 7,259,105 8,928 7,268,033

③ 国民健康保険特別会計 5,002,067 10,119 5,012,186

① 授産場特別会計 26,136 1,020 27,156

１ 一般会計

２

18,731,471 110,367 18,841,838

会 計 区 分 補正前の額 補 正 額 合 計 備 考

平成22年度　小城市一般会計・特別会計・企業会計補正予算総括表

会 計 区 分 補正前の額 補 正 額 合 計 備 考

1 病院事業会計 1,417,227 28,075 1,445,302
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議案第111号　小城市一般会計補正予算（第５号）

（単位：千円、％）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ110,367千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ18,841,838千円とするものです。

　歳入の主なものは、民生費及び衛生費等の事業拡充・新規事業等に伴う国・県支出金、起債対象

事業に伴う市債の増、財産運用収入及び財産売払収入の減などのほか、財政調整による基金積立金

の減及び基金繰入金の増などによるものです。

　歳出の主なものは、公共交通事業、県知事及び県議会議員選挙費、通所型介護予防事業、介護給

付費・訓練等給付費支援事業、子宮頸がんワクチン接種費用助成事業、小児用肺炎球菌ワクチン接

種費用助成事業、大豆被害対策事業、基盤整備促進事業、中心市街地活性化事業などです。

合 計 18,731,471 18,841,838110,367 110,367 100.018,841,838

市 債 2,735,300 9,100 2,744,400

合　　　　　計 18,731,471100.0

14.6

1.5諸 収 入 283,096 3,884 286,980

繰 越 金 212,800 212,800

繰 入 金 1,216,318 8,105 1,224,423

1.1

6.5

寄 附 金 38,883 1,000 39,883 0.2

予 備 費 30,000 30,000 0.2

財 産 収 入 78,606 △ 7,570 71,036 0.4

諸 支 出 金 1 1 0.0

県 支 出 金 1,336,727 37,147 1,373,874 7.3

公 債 費 2,690,998 2,690,998 14.3

国 庫 支 出 金 1,697,053 58,291 1,755,344 9.3

災 害 復 旧費 637,121 △ 7,337 629,784 3.3

使用料及び手数料 190,981 190,981 1.0

教 育 費 2,594,568 9,944 2,604,512 13.8

分担金及び負担金 296,185 410 296,595 1.6

消 防 費 732,165 732,165 3.9

交通安全対策特別交付金 10,100 10,100 0.1

土 木 費 1,378,769 7,190 1,385,959 7.4

地 方 交 付 税 6,250,977 6,250,977 33.2

商 工 費 586,184 7,623 593,807 3.2

地 方 特 例 交 付 金 73,715 73,715 0.4

農林水産業費 794,603 17,324 811,927 4.3

自動車取得税交付金 31,031 31,031 0.2

労 働 費 10,236 10,236 0.1

地方消費税交付金 330,372 330,372 1.7

衛 生 費 2,115,904 △ 20,156 2,095,748 11.1

株式等譲渡所得割交付金 2,414 2,414 0.0

民 生 費 4,780,272 125,977 4,906,249 26.0

配 当 割 交 付 金 3,390 3,390 0.0

総 務 費 2,188,022 △ 30,198 2,157,824 11.4

利 子 割 交 付 金 17,021 17,021 0.1

議 会 費 192,628 192,628 1.0

地 方 譲 与 税 151,585 151,585 0.8

款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比

市 税 3,774,917 3,774,917 20.0

歳 入 歳 出

款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比

平成22年度　第５号補正後予算総額　　18,841,838千円　
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議案第112号　小城市授産場特別会計補正予算（第３号）

（単位：千円、％）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

合 計 1,020 27,156 26,136 1,020合　　　　　計 27,156 100.0

諸 収 入 195 △ 2 193 0.7

26,136 100.0

400 1.5

繰 越 金 1,529 1,529 5.6

1,020 26,756 98.5

繰 入 金 13,912 13,912 51.2 予 備 費 400

補 正 額 合 計 構成比

財 産 収 入 10,500 1,022 11,522 42.5 民 生 費 25,736

平成22年度　第３号補正後予算総額　27,156千円

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,020千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ27,156千円とするものです。
　歳入は、箱製品及び段ボール売払収入の増、諸収入の減によるものです。
　歳出は、一般事務費の減、箱製造及び段ボール加工の増によるものです。

歳 入 歳 出

款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比 款 別 補 正 前
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議案第113号　小城市下水道特別会計補正予算（第３号）

（単位：千円、％）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

100.0△ 2,211合　　　　　計 2,228,691

　歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ2,211千円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ2,228,691千円とするものです。

　歳入は、県交付金の確定による減額や起債対象事業の減額に伴う市債の減、前年度消費税の精算

に伴う諸収入の増などのほか、財政調整による基金繰入金の減によるものです。

　歳出の主なものは、三日月処理区の単独事業の減、牛津処理区の補助事業の増などによるもので

す。

歳 入 歳 出

款 別

合 計 2,230,902 △ 2,211 2,228,691 100.0 2,230,902

市 債 604,100 △ 10,900 593,200 26.6

諸 収 入 24,961 13,653 38,614 1.7

繰 越 金 58,806 58,806 2.7

繰 入 金 762,894 △ 4,538 758,356 34.0

10,000 0.4

財 産 収 入 1,534 △ 298 1,236 0.1

493,759 22.2

県 支 出 金 67,749 △ 128 67,621 3.0 予 備 費 10,000

60,413 2.7

国 庫 支 出 金 569,499 569,499 25.6 公 債 費 493,759

1,664,519 74.7

使用料及び手数料 109,777 109,777 4.9 集団整備事業費 60,574 △ 161

合 計 構成比

分担金及び負担金 31,582 31,582 1.4 下 水 道 費 1,666,569 △ 2,050

補 正 前 補 正 額 合 計 構成比 款 別 補 正 額補 正 前

平成22年度　第３号補正後予算総額　2,228,691千円　
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議案第114号　小城市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

（単位：千円、％）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

5,012,186 100.010,119

10,000 0.2

57,640

20,732 0.4

合 計 5,002,067 10,119 5,012,186 100.0 合　　　　　計 5,002,067

繰 上 充 用金 20,732

49,145 8,495 1.2

予 備 費 10,000

124 124 0.0

諸 収 入 7,171 7,171 0.1 諸 支 出 金

32,057 32,057 0.6

繰 越 金 0 0 0.0 公 債 費

665,200 665,200 13.3

繰 入 金 216,958 1,402 218,360 4.4 保 健 事 業費

202,409 202,409 4.0

共 同 事 業 交 付 金 701,365 △ 21,400 679,965 13.6 共同事業拠出金

3,690 3,690 0.1

県 支 出 金 249,663 △ 3,628 246,035 4.9 介 護 納 付金

743 46 789 0.0

前期高齢者交付金 1,026,496 32,955 1,059,451 21.2 老人保健拠出金

451,102 451,102 9.0

療養給付費等交付金 132,950 3,945 136,895 2.7
前期高齢者納
付 金 等

3,533,422 3,533,422 70.5

国 庫 支 出 金 1,628,947 △ 3,155 1,625,792 32.4
後期高齢者支
援 金 等

33,443 1,578 35,021 0.7

使用料及び手数料 800 800 0.0 保 険 給 付費

国 民 健 康 保 険 税 1,037,717 1,037,717 20.7 総 務 費

歳 入 歳 出

款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比 款 別 合 計 構成比補 正 前 補 正 額

平成22年度　第３号補正後予算総額　5,012,186千円　

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ10,119千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ5,012,186千円とするものです。
　歳入の主なものは、療養給付費等交付金及び前期高齢者交付金の増、療養給付費等負担金や特定
検診等負担金の国庫支出金及び共同事業交付金の減などのほか、財政安定化支援事業のための一般
会計繰入金の増によるものです。
　歳出の主なものは、国保共同電算システム対応経費や直営診療施設勘定（市民病院）への繰出し
に伴う諸支出金の増のほか、保険給付費の一般被保険者療養費と退職被保険者等療養費の組替えな
どによるものです。
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議案第115号　小城市病院事業会計補正予算（第４号）

（単位：千円）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

　収益的収支では、収益的収入は外来収益の減、医業外収益として一般会計負担金、保健事業に係

る国保調整交付金及び新型インフルエンザ患者入院医療機関に対する補助金の増によるものです。

また、収益的支出では、医業費用の材料費及び研究研修費の増によるものです。

　資本的収支では、資本的収入は施設整備に係る国保調整交付金のほか、新型インフルエンザ患者

入院医療機関及び感染症外来協力医療機関としての補助金の増によるものです。また、資本的支出

では、医療機器購入費の増によるものです。

収 益 的 収 支 資 本 的 収 支

平成22年度　第４号補正後予算規模　1,445,302千円　

事 項 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比 事 項 補 正 前 補 正 額

100.0

構成比

100.0 ◇資本的収入 60,282 12,099 72,381

合 計

　医業収益 1,291,325 △ 12,321 1,279,004

◇病院事業収益 1,349,367 22,800 1,372,167

12,100

93.2 　負担金 33,298 33,298

26,983

46.0

　医業外収益 58,042 35,121 93,163 6.8 　補助金 1 12,099 16.7

　出資金 26,983

67,860 5,275

53,968 5,275

◇病院事業費用 1,349,367 22,800 1,372,167 100.0 ◇資本的支出

13,892

73,135 100.0

　医業費用 1,330,306 22,800 1,353,106 98.6 　建設改良費 59,243 81.0

　医業外費用 17,561 17,561 1.3
　企業債償還
金

13,892 19.0

　予備費 1,500 1,500 0.1

△ 7,578 6,824差 引 0 0 0 差 引 △ 754

37.3
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○　小城市一般会計補正予算（第５号）　主な事業（その１）

■ □

2 1 7 7 1 7

□ □ ■期間限定複数年度→全体計画の投入量を記入
（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

□ ■

　 4 2 1 9 4 4

□ ■ □期間限定複数年度→全体計画の投入量を記入
（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

新規 既存

事業名 中継センター運営費

予算科目
会　計 款 項 目 事業

中継センター運営費 担当部課 市民部　環境課
一般

事業期間
 単年度のみ 単年度繰返

平成２２

事業の概要 総事業費　　（単位；千円）

【目的・内容】
　廃棄物中継センターで収集又は持ち込まれたごみを大型パッカー車に積み替え処理委託
施設（クリーンパークさが）まで搬送し焼却処分することで、小城市で発生した一般廃棄物（家
庭系・事業系）を適正に処理する。合わせて、施設の安全かつ効率的な運営を行い、安全・安
心な市民生活の確保に努める。

【補正額】　－61,335千円　財源（その他　119千円、一般財源　－61,454千円）

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

総事業費計

事業費内訳　（単位：千円）

需用費 -30,908 

委託費 -29,800 

使用料及び
賃借料

-627 

総事業費の推移
（単位：千円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

(実績) (実績) (実績) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

財
源
内
訳

国庫支出金 　　

県支出金 　　 42,460

地方債 　　

その他  66,802 63,650 63,650 63,650 63,650

一般財源 　 244,673 255,793 439,756 470,600 470,600 470,600 470,600

事業費計 0 244,673 255,793 549,018 534,250 534,250 534,250 534,250

新規 既存

事業名 生活交通路線バス運行費補助事業

予算科目
会　計 款 項 目 事業

公共交通事業 担当部課 総務部　企画課
一般

事業期間
 単年度のみ 単年度繰返

平成２２ 平成２６

事業の概要 総事業費　　（単位；千円）

【目的・内容】
　祐徳バスが運行する生活交通路線バスの佐賀線、武雄線については、都市どうしを結ぶ広
域的な公共交通機関として地域住民の通勤・通学・買い物などの日常生活に必要不可欠なも
のであるが、赤字路線であるため国・県からの生活交通路線維持費補助の支援により維持さ
れている。
　 しかしながら、いずれも平均乗車密度が5人未満の路線のため、みなし運行の適用による補
助金のカットが行われており、赤字で廃止を余議なくされている。そのため、当該路線を維持
するために、沿線市町と連携しながら利用促進策と補助を行う。

　佐賀線（鹿島～佐賀BC)　赤字額12,773千円×運行距離配分5.3km/37.5ｋｍ
　武雄線（武雄～佐賀BC)　赤字額14,882千円×運行距離配分5.3ｋｍ/34.7ｋｍ
　補助率　1/2

【補正額】　　2,039千円　財源（一般財源　2,039千円）

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源 10,195

総事業費計 10,195

事業費内訳　（単位：千円）

負担金補助
及び交付金

2,039

総事業費の推移
（単位：千円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
(実績) (実績) (実績) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

財
源
内
訳

国庫支出金 　　 　

県支出金 　　 　

地方債 　　 　

その他   

一般財源 　 　 　　 2,039 2,039 2,039 2,039 2,039

事業費計 0 0 0 2,039 2,039 2,039 2,039 2,039
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○　小城市一般会計補正予算（第５号）　主な事業（その２）

□ ■

3 1 2 7 6 0

□ ■ □期間限定複数年度→全体計画の投入量を記入
（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

□ ■

3 1 3 8 0 2

□ ■ □期間限定複数年度→全体計画の投入量を記入
（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

新規 既存

事業名 通所型介護予防事業

予算科目
会　計 款 項 目 事業

通所型介護予防事業 担当部課 福祉部　福祉課
一般

事業期間
 単年度のみ 単年度繰返

平成１８

事業の概要 総事業費　　（単位；千円）

【目的】
　要介護になるおそれの高い高齢者（特定高齢者）を対象に支援をすることで、予防給付や
介護給付の利用者とならないことをを目的として、介護予防事業を提供する。

【内容】
　健診で特定高齢者と判定された方に対し、訪問、電話連絡し参加を促す。
　〇運動器の機能向上事業（小城社会福祉協議会、慈恵会、清水福祉会へ委託）
　〇口腔機能向上事業（歯科医師会へ委託）
　〇認知症予防事業（清水福祉会へ委託）

【補正額】　4,047千円　財源（その他　4,047千円）

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

総事業費計

事業費内訳　（単位：千円）

委託料 4,047

総事業費の推移
（単位：千円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

(実績) (実績) (実績) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

財
源
内
訳

国庫支出金 　　 　

県支出金 　　

地方債 　　 　

その他 360 1,042 7,779 19,343 17,800 17,800 17,800 17,800

一般財源 　 1

事業費計 360 1,042 7,779 19,344 17,800 17,800 17,800 17,800

新規 既存

事業名
介護給付費・訓練等給付費支給事業、事業運営安定化事
業、移行時運営安定化事業

予算科目
会　計 款 項 目 事業 介護給付費・訓練等給付費支給

事業
担当部課 福祉部　福祉課

一般

事業期間
 単年度のみ 単年度繰返

平成１８

事業の概要 総事業費　　（単位；千円）

○介護給付費・訓練等給付費支給事業
　障害者自立支援法の施行により、従来の施設訓練等支援費と居宅生活支援費が整理統合され、新し
いサービス体系となった障害者への福祉サービス。居宅介護（ホームヘルプ）、短期入所（ショートステ
イ）などの介護給付と自立訓練、就労移行支援などの訓練等給付がある。
○事業運営安定化事業
　旧体系施設の経過措置が終了する平成23年度末までの移行期間を踏まえ、旧体系における事業基
盤の安定を図るとともに、新体系移行後の事業運営を安定化させることにより、移行期間内の円滑な移
行を推進することを目的とする。
○移行時運営安定化事業
　特定旧法指定施設、精神障害者社会復帰施設等（以下「旧体系」という。）が新体系サービス（以下
「新体系」という。）へ移行した場合に、従前（新体系移行前）の報酬水準（基本報酬額に各種加算額を
含んだ額）を保障することにより、新体系への移行を促進するとともに事業運営の安定化を図ることを目
的とする。

　【補正額】　33,061千円　財源（国庫支出金　12,850千円、県支出金　5,175千円、一般財源　15,036千
円）

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

総事業費計

事業費内訳　（単位：千円）

扶助費 25,700

償還金利子
及び割引料

7,361

総事業費の推移
（単位：千円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

(実績) (実績) (実績) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

財
源
内
訳

国庫支出金 165,000 178,530 196,135 201,900 201,900 201,900 201,900 201,900

県支出金 82,500 91,239 100,121 114,700 114,700 114,700 114,700 114,700

地方債 　　

その他  

一般財源 82,500 64,840 103,983 113,161 113,161 113,161 113,161 113,161

事業費計 330,000 334,609 400,239 429,761 429,761 429,761 429,761 429,761
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○　小城市一般会計補正予算（第５号）　主な事業（その３）

□ ■

4 1 3 6 8 8

□ ■ □期間限定複数年度→全体計画の投入量を記入
（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

■ □

4 1 3 6 8 8

□ ■ □期間限定複数年度→全体計画の投入量を記入
（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

新規 既存

事業名 子宮頸がんワクチン接種費用助成事業

予算科目
会　計 款 項 目 事業

予防接種事業 担当部課 福祉部　健康増進課
一般

事業期間
 単年度のみ 単年度繰返

平成２２

事業の概要 総事業費　　（単位；千円）

【目的・内容】
　20～30代女性の子宮頸がん発症を予防するため、中学2年、3年生女子の予防ワクチン接
種希望者に接種費用の一部を助成する。（初回、1か月後、6か月後の3回接種）
　一人当たり総費用45,000円程度（一人当たり助成額7,500円×3回＝22,500円、自己負担
7,500円×３回＝22,500円程度）
　事業内容を市報で周知し、対象者（接種希望者）は健康増進課にて助成券交付を受けて、
保護者同伴で接種を受ける。接種期間に6か月を要するため初回接種を9月までに終える。

【補正額】　3,878千円　財源（県支出金　967千円、一般財源　2,911千円）

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

総事業費計

事業費内訳　（単位：千円）

扶助費 3,878

総事業費の推移
（単位：千円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

(実績) (実績) (実績) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

財
源
内
訳

国庫支出金 　　

県支出金 　　 967 12,717

地方債 　　

その他
一般財源 6,691 12,717 10,530 10,530 10,530

事業費計 0 0 0 7,658 25,434 10,530 10,530 10,530

新規 既存

事業名 小児用肺炎球菌ワクチン接種費用助成事業

予算科目
会　計 款 項 目 事業

予防接種事業 担当部課 福祉部　健康増進課
一般

事業期間
 単年度のみ 単年度繰返

平成２２

事業の概要 総事業費　　（単位；千円）

【目的・内容】
　乳幼児の肺炎球菌による細菌性髄膜炎等、肺炎球菌による疾病を予防し、乳幼児の健康保
持に努める。
　予防接種の費用を1回につき1万円を上限に一部を助成する。

【補正額】　10,398千円　財源(県支出金　5,199千円、一般財源　5,199千円)

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

総事業費計

事業費内訳　（単位：千円）

扶助費 10,398

総事業費の推移
（単位：千円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

(実績) (実績) (実績) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

財
源
内
訳

国庫支出金 　　 　

県支出金 5,199 22,369

地方債 　

その他  

一般財源 5,199 22,370 16,200 16,200 16,200

事業費計 0 0 0 10,398 44,739 16,200 16,200 16,200
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○　小城市一般会計補正予算（第５号）　主な事業（その４）

■ □

6 1 4 9 6 2

■ □ □期間限定複数年度→全体計画の投入量を記入
（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

□ ■

6 1 1 1 3 9 9

□ □ ■期間限定複数年度→全体計画の投入量を記入
（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

新規 既存

事業名 大豆被害対策事業

予算科目
会　計 款 項 目 事業

大豆被害対策事業 担当部課 産業部　農林水産課
一般

事業期間
 単年度のみ 単年度繰返

事業の概要 総事業費　　（単位；千円）

【目的・内容】
　７月の大雨により被害を受けた大豆農家の再播種、再々播種費用の一部を補助することで
負担軽減及び生産意欲の向上を図る。

補助対象　大豆種子（5kg/10a上限）＋忌避剤
補助率　県10/30　市3/30
　
【補正額】　5,977千円　財源（県支出金　4,597千円、一般財源　1,380千円）

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

地方債

その他

一般財源

総事業費計

事業費内訳　（単位：千円）

負担金補助
及び交付金

5,977

総事業費の推移
（単位：千円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
(実績) (実績) (実績) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

財
源
内
訳

国庫支出金 　　 　

県支出金 　　 4,597 　

地方債 　　 　

その他   

一般財源 　 　 　　 1,380 　

事業費計 0 0 0 5,977 0 0 0 0

新規 既存

事業名 基盤整備促進事業（山崎地区）

予算科目
会　計 款 項 目 事業

基盤整備促進事業 担当部課 産業部　農村整備課
一般

事業期間
 単年度のみ 単年度繰返

平成２１ 平成２２

事業の概要 総事業費　　（単位；千円）

樹園地内農道の舗装により品質向上、維持管理費の軽減、走行経費節減効果を図り農業経
営の安定を図る。

実施年度：　Ｈ21～H22
事業概要：　アスファルト舗装　Ｌ＝1，460ｍ
受益面積：　9.0ｈａ
事業費補助：　24，000千円（国50％　県10％　市35％　受益者負担5％）
事務費補助：　230千円（国50％　市50％）

【補正内容】　最終年度（Ｈ23）予定分を前倒しで実施し完了する。
　　　　　　　　　　Ｌ＝282.0ｍ追加

【補正額】　8,200千円　財源（県支出金　3,025千円、その他　410千円、一般財源　4,765千
円）

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 14,515

地方債

その他 1,362

一般財源 13,417

総事業費計 29,294

事業費内訳　（単位：千円）

工事請負費 8,200

総事業費の推移
（単位：千円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
(実績) (実績) (実績) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

財
源
内
訳

国庫支出金 　　

県支出金 6,045 8,470
地方債 　
その他 501 861
一般財源 　 　 3,716 9,701
事業費計 0 0 10,262 19,032 0 0 0 0
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○　小城市一般会計補正予算（第５号）　主な事業（その５）

□ ■

7 1 5 8 5 1

□ □ ■期間限定複数年度→全体計画の投入量を記入
（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

新規 既存

事業名 中心市街地活性化事業

予算科目
会　計 款 項 目 事業

中心市街地活性化事業 担当部課 産業部　都市整備推進室
一般

事業期間
 単年度のみ 単年度繰返

平成２１ 平成２６

事業の概要 総事業費　　（単位；千円）

【目的・内容】
　長い歴史の中で地域の文化を育み、商業機能を始め、地域における人、モノ、文化などの交流拠点と
しての役割を担ってきた小城中心市街地は、現在急速に空洞化が進行しており、このまま放置すれば
中心部の衰退が周辺地域は勿論のこと、小城市全体の魅力と活力の低下へ波及、或いはマイナスイ
メージへと繋がることが懸念される。
　そこで、小城中心市街地を屋根のない博物館構想とまちの駅ネットワークという新しい概念を導入し、
地域の持つポテンシャル（歴史・文化遺産、人材、景観等）を最大限に引き出す住民参加を基調とした
「賑わいづくり」と良好な都市景観の中で、様々なライフスタイル・ライフステージを彩る活力と潤いのある
「暮らしづくり」を目標として、中心市街地における都市機能の増進及び経済活力の向上を総合的かつ
一体的に推進し、地域経済の建て直しを図るとともに、多くの市民にとってコンパクトで暮らしやすく賑わ
いのある街を実現していく。
　また、小城市の顔として地域文化の継承・蓄積と創造により小城独自の文化を発信し続ける魅力的で
選ばれる都市（まち）づくりを行う。

【補正額】　7,623千円　財源（県支出金　1,653千円、一般財源　5,970千円）

財
源
内
訳

国庫支出金 481,905

県支出金 34,739

地方債 470,486

その他

一般財源 186,133

総事業費計 1,173,263

事業費内訳　（単位：千円）

負担金補助
及び交付金

7,623

総事業費の推移
（単位：千円）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度
(実績) (実績) (実績) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

財
源
内
訳

国庫支出金 　　 18,555 10,800 41,250 312,300 99,000

県支出金 5,176 16,733 12,830

地方債 　　 9,700 7,837 29,737 316,100 107,112

その他   

一般財源 　 　 8,457 21,656 29,219 17,013 95,900 13,888

事業費計 0 0 13,633 66,644 60,686 88,000 724,300 220,000
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